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夏休みの始まりo

あれも、これも、やりたいことは、いっぱい。

たくさんの夢と希望をもって、夏休みを楽し

んで、よい思い出を。

子どちたちめ夏、
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② 平成8.8.1

本
町
は
、
平
成
七
年
度
を
目
標
と
す
る
昭
和
町
第
三
次
総
合

計
画
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
、
健
や
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま

1
レ
れ
~
。

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
生
活
環
境
・
交

通
・
防
災
・
ゴ
ミ
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
合
計
画
は
、
ほ
ぼ
十
年
を
目
標
に
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
複
雑
・
多
様

化
す
る
私
た
ち
の
町
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
対
応
す
る
た
め
、
新

し
い
総
合
計
画
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
明
る
く
住
み
よ
い
、
だ
れ
も
が
住
み
た
く

な
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
昭
和
町
を
築
く
た
め
、
平

成
十
七
年
度
を
目
標
と
す
る
「
昭
和
町
第
四
次
総
合
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
自
信
と
希
望
を
も
っ

て
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
質
の
高
い
豊
か
な
昭
和
町
の
創

造
を
目
指
し
て
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
、
町
が
地
方
自
治
法

に
基
づ
い
て
町
の
将
来
の
基
本
方
針
を

定
め
る
も
の
で
、
「
基
本
構
想
L

「基
本

計
画
」
「
実
施
計
画
」
の
三

つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
と
は
、
基
本
計
画
の
基
礎

で
平
成
十
七
年
度
を
目
標
に
町
の
将
来

の
姿
と
、
施
策
の
あ
ら
ま
し
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

基
本
計
画
と
は
、

基
本
構
想
に
基
づ

い
て
、

平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
七
年

度
ま
で
の
十
年
間
の
計
画
を
立
て
る
も

の
で
す
。

実
施
計
画
と
は
、
基
本
計
画
を
実
現

す
る
た
め
に
向
こ
う
三
年
間
の
事
業
の

具
体
的
な
計
画
を
定
め
る
短
期
計
画
で

す
。町

で
は
、
こ
れ
ら
を
慎
重
に
検
討
す

る
た
め
、
町
議
会
議
員
・
関
係
団
体
の

役
職
員
・

学
識
経
験
者
・

一
般
町
民
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
「
総
合
計
画
審
議
会
」

を
構
成
し
、
ま
た
、

三
月
号
広
報
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
広
く
み
な
さ
ん
の
考
え
を
集

め
る
な
ど
、
計
画
策
定
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
号
で
は
、
こ
の
総
合
計
画
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
基
本
構
想
の
概
略
は

3
1
5

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
次
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

広報

総
合
計
画
審
議
会
委
員
の

み
な
さ
ん

しょうわ

会

長

副
会
長

夫
女

口貝

上 一 高深坂長五今佐野畑
杉瀬野 川 本田味津野沢田

知金慶和 隆 佳精文健
英造林子馨子政 幸- ~爾児

山

下

譲

二

石
原

重
夫

小
宮
山
正
富

新

谷

幸

子

秋

山

久

幸

中

所

茂

夫

大

向

英

二

豊
川
冨
士
江

松

木

近

政

4 て‘、 車怠
慎合
重計
に画
検 の
討策
さ定
れに
まあ
した
たつ
。て

は

審
議
.6. 
:z::. 



E翠震諸彊

さ
わ
や
か
田
園
都
市

テ
ク
ノ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
• 
田
和
町
を
目
指
し
て

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
、
本
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
ま
と
め
た

も
の
が
「
基
本
構
想
」
で
す
。
本
町
が
今
後
さ
ら
に
町
民
総
参
加
の
も

と
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
方
向
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
「
基
本
構
想
」
は
次
の
六
項
目
か
ら
な
り
ま
す

美
し
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り

美
し
い
環
境
の
創
造

快
適
な
生
活
空
間
の
創
造

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

貴
重
な
自
然
を
守
る
と
と
も
に
共
存

し
、
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
生
活
環
境
の
整
っ
た
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

健
康
で
lω 

福の
祉か
φょ
貝Jつ
つ
く
り

健
康
づ
く
り
と
医
療
の
充
実

生
き
が
い
の
あ
る

長
寿
社
会
づ
く
り

社
会
福
祉
の
充
実

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
お
互
い
を
尊
重
し
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
長
寿
社
会
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、
福
祉
の
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
時
代
を
築
<

人
づ
く
り

一一四

生
涯
に
わ
た
る
教
育
の
充
実

青
少
年
の
健
全
育
成

文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

多
彩
な
国
際
交
流
の
推
進

家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
創
造
性
に
富
み
、
心
豊
か
な
人

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

豊
か
さ
を
培
う

産
業
づ
く
り

四

高
度
技
術
を
活
か
し
た

工
業
の
振
興

感
性
豊
か
な
商
業
の
振
興

地
域
特
性
を
活
か
し
た

農
業
の
振
興

魅
力
あ
る
労
働
環
境
の
整
備

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
振
興
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

伸
び
ゆ
く
昭
和
町
の

基
盤
づ
く
り

交
通
網
の
総
合
的
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

町
土
の
保
全
と
適
切
な
利
用

自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
し
な

が
ら
、
将
来
を
見
す
え
、
新
世
紀
へ
の

町
づ
く
り
の
た
め
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
の
推
進

行
政
の
効
率
化

財
政
の
健
全
化

国
際
化
へ
の
対
応

平成8.8.1

「き
わ
や
か
田
園
都
市
・
テ
ク
ノ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
昭
和
町
L

を
目
指
し
て
、
激

動
す
る
社
会
・
経
済
情
勢
の
な
か
で
行

政
の
効
率
化
と
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

しょうわ③広報



将来の人口見通し

平成
17年 約18，000人

20.000 総人口の見通し

ト~
17，800 

15.000 
ト~
14，592 

トーー/
12，548 

10.000 トーー/
10，700 

--L 
i" 

。
昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成17年

世椿数は 約7，300世帯

の人口見通しと土地利用構想
問づくりの目標年となる、平成17年の人口、世帯数や

土地利用の基本的方針をご紹介いたします。

基本構想 ・6項目の町の将来像を

もとに、それぞれ見通しを

たてています。

人口については、 判 率は若干低下し、自然増加数

(出生数一死亡数)は低下

ぴを見込んで、います。

総世帯数の見通し

10.000 

世帯数については、今後も核家族化が進むことによ

り、おおむねこれまでの増加傾向をたどって増加して

いくものと見込んで、います。世帯当たり人員は、平成

17年度には2.4人程度になるものと見込んでいます。

働<人の数は 約 10，000人

農業などが主となっている第 1次産業はこれからも

減少傾向にあり第 2次産業・第 3次産業とも、高速道

路網の整備・消費者ニーズの多様化・産業支援サービ

ス業(情報サービスリース業など、工業などの生産活

動やソフト化を支援する産業)の成長、医療・福祉サ

ービスの拡大などから就業人口は着実に増加すると見

込んでいます。

7，300 

5.000 

。

5，369 

昭和60年 平成 E年 平成 7年 平成17年

産業別就業人口の見通し

口 第 l次産業

口 第 2次産業

口 第3次産業

昭
和
田
年

平

成

2
年

平

成

げ

年

広報しようわ平成8.8.1④



土地利用構想

*田園と都市か融合・調和した

明解な土地利用の形成を図る

*まちの中心となる人々の交流

ソーンの形成を図る

*骨格道路網の形成を図る

*計画的・段階的な道路網の形

成を図る

わかりやすく、使いやすい

昭和町らしい

都市の骨格をつくる

*新旧住民がうちとける新しい

コミュニティ単位をつくる

*みどりの多い魅力的な住宅地

をつくる

*自然や人々に親しみ、ふれあい

のある歩行者系道路をつくる

*住みよく安全なまちをつくる

*清涼な水とうるおいのある環

境をつくる

健康と文化を支える、

昭和問らしい魅力的な

居住環境を形成する

青空と緑と産業
のまち、
さわやか
田園都市、
テクノコミュニティ・
昭和問

*生産の場と居住の分離を図る

*工期也のより一層の充実を図る

*商業地の確保・形成による域

内消費の場をつくる

*農業生産基盤となる優良農地

の確保を図る

活力ある産業活動を支える

都市基盤を確保・形成する

土
地
利
用
の
基
本
的
方
針

町
土
は
、
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
生
活
や
産
業
な

ど
、
私
た
ち
の
諸
活
動
の
基
盤
で
す
。

土
地
利
用
の
基
準
と
し
て
は
、
国
土
利
用
計
画
に

基
づ
き
、
新
し
い
都
市
整
備
の
動
き
を
受
け
て
市
街

化
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
に
区
分
さ
れ
た
中
で
、

用
途
別
区
域
の
各
区
域
ご
と
に
都
市
計
画
法
、

農
業

振
興
地
域
整
備
法
、
自
然
公
園
法
、
自
然
環
境
保
全

法
な
ど
に
よ
る
規
制
・
調
整
を
行
い
つ
つ

「青
空
と

緑
と
産
業
の
ま
ち
、
さ
わ
や
か
田
園
都
市
、
テ
ク
ノ

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
昭
和
町
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

IlsIOHlJJif4J色紙百'ifiifff

ここまで、第 4次総合計

画の基本構想、について概略

をご覧いただきました。

今後町では、この総合計

画に基づいて、各種施策を

進めていきます。

来月号では、基本計画に

ついてご紹介いたします。

平成8.8.1しょうわ⑤広報



シ
リ
ー
ズ
環
境
⑪
河
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

や
め
よ
う

「以
前
は
い
っ
ぱ
い
魚
が
い
た
の
に
」

「
昔
は
こ
こ
で
い
泳
い
で
い
た
の
に
」

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
れ
は
、

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
と
と
も
に
不
法
投
棄
に
よ
る
河
川
の

汚
れ
も
深
刻
で
す
。

町
で
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
、
主
要

河
川
に
ゴ
ミ
取
り
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
け
、

現
在
三
ヵ
所
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
そ

ゴ
ミ
取
り
ス
ク
リ
ー
ン
で
収
集

さ
れ
る
ゴ
ミ
は
年
間
ド
ラ
ム
缶
約

卯
本
分
も
の
量
に
な
り
ま
す
。
川

底
に
沈
ん
で
い
る
空
き
缶
な
ど
を

含
め
る
と
、
そ
の
量
は
か
な
り
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。

平成7年度ゴミ取りスクリーン収集量

9.1 t 

合計小松田川山伏川東川

遠藤光さん(右)

元気さん(左)

上河東ニ区

光
さ
ん
と
元
気
さ
ん
は
、

学
校
の

行
き
帰
り
に
空
き
缶
を
ひ
ろ
い
、
常

永
公
園
や
図
書
館
の
空
き
缶
回
収
機

に
持

っ
て
い
き
ま
す
。

「ゴ

ミ
は
ゴ
ミ
箱
に
す
て
る
L

と
光

さ
ん
。
「こ
れ
か
ら
も
ゴ
ミ
を
ひ
ろ

う
」
と
元
気
さ
ん
。
私
た
ち
も
、
見

な
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

こ
で
収
集
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
、

空
き
缶
や

発
泡
ト
レ

l
、
生
ゴ
、
、
¥
く
ず
野
菜
な

ど
様
々
で
す
。

捨
て
る
前
に

「ち
ょ

っ
と
待
っ
て
」
。

ゴ
ミ
は
身
近
な
ご
み
箱
に
入
れ
る
か
、

持
ち
帰
っ
て
指
定
さ
れ
た
日
時
に
指
定

さ
れ
た
袋
で
、
指
定
の
場
所
へ
出
し
ま

し
ょ
う
。
(
ゴ
ミ
の
収
集
日
等
に
つ
い
て

は
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

一
人
一
人
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け

で
河
川
は
ず
い

ぶ
ん
き
れ
い
に
な
る
は

ず
で
す
。

ドぜ ボ式い 缶ボイをザはひ l自て 町 -八

児」w 」イ動空西条 立 月

言利がき児童 望館 日
で 用置設 缶 か
ぷく 選館・ら」

だき別に永常 西条発型号
つ され回磁A天コ王
てい ま収 公
いよ し機カ園

手カた --， 1 に館
| 。缶ド続に い

-
日
時

@ 広報

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

平成8.8.1

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
包
七
三

l
五

O
三
四
)

しょうわ

⑪
-s 

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
グ

犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
役

場
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
七
五
|
一
一
一
一
一
)

「
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、

し

っ
か
り
つ
な
ぎ
ま
し

ょ
う
」

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
猫
収
集
日

八
月
二
日
働
・二
十
三
日
働

午
前
十
時
五
十
分
j

十
時
五
五
分

.

場

所

総

合

会
館
前

※
収
集
車
が
く
る
ま
で
は
飼
主
も
い

っ
し
ょ
に
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

猫
の
場
合
は
必
ず
麻
袋
な
ど
の
丈
夫

な
袋
に
入
れ
て
ヒ
モ
で
し

っ
か
り
封

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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観光の日・水の日

学校カウンセラ
ー相談日(中央公
民館午前 9時-)
クラブ対抗野球
開会式
親業訓練教室(中
央公民館午後 7
時30分-)

8F.lのこよみ

平成B年 1996 

葉月 AUGUST
l基づき

見やすいところに賠るなどしてご利用くださいゴミの特別収集のお知らせ

盆おくりの供物の特別収集日 16日(金)

有害物質等(不燃ゴミ)特別収集日 28臼(水)

収集場所等詳しくは、男IJ途配布の回覧をご覧 ください。

飼えなくな った
犬・猫の収集日

犬を飼う場合は、
フンの始末 は、 責任をも ってする。

しっかりクサリにつないで、放し飼いにしない。

散歩等 をさせる時は、 首輪をかけてし っかり つ なきゃ、

放れ な い ように気 をつ ける。

など、マナーを守りましよう。

1
ょ

っ

中

勺

ο

先
勝10 5友 16 ~ 17仏 18大 19赤ヨ 1U ~既 IU 安 1 \1 口

食品衛生週間 |広島平和記念日 |立秋・鼻の日 長崎原爆の日

総合会館温泉定休|図書館 ・温水プー I5歳児健診 |心配ごと相談 |学校カウンセラ |リハビリ教室
臼 |ル休館日 I (総合会館 I(総合会館午後 1Iー相談日(中央公 I(総合会館)
町子どもクラブ球 | 学 校 カ ウ ン セ ラ時-)民 館 午 前9時-)
技大会 |ー相談日(中央公乳児健診 |乳児健診
(押中校庭・町民 |民館午前 9時-)1 1 (総合会館 1(総合会館)
体育館午前 7時 |母子手帳交付及子ども映画会 「ダ|読み聞かせとお
30分~午後 3時)1ぴ一般健康相談ンボ」午前10時-1話の会(町立図書

(総合会館 111時(総合会館) 1館午前11時-)

先
勝4 

診
会
一

健
浩
一

合
鼎
一
先
負

総一暗
示
。

4
『

一

anlt

一

及

談

物

海

一吋

間

五

ハ

)
員
刊

一
十
交
肋
)
例
羽
目
強
制

一候
健
館
り
は
れ
教

~

，
イ
山
L
斗
2

正
0
・
(

一子
部
三
く
別
仕
年
遺

一子

一
恰
お
特
訓
少
派

一
母
び
作
盆
の

υ青
外

一
ラ
公
)

一セ
央
ト

一
ン
中
仏
一

E
l
沼
一ウ
引
制

to
ョ
計
一
一
カ
談
町
村

FD戦
一
枝
相
館

4
1
終
一
学

一
民

守
l
ム

-

4
久

一
，、
t
ィ
ィ
l

一掃
午

一相
官

一と
は

一日
A
口、つ

?
而
同
公
h
M

A

一
心
作
時

一

λ
ア¥

シ
シ

一

司
/
ム

o
-
U44

F
-，

 

広
叩
¥

-

t

z

，
 

一
一

ラ

公

)

一プ

セ

央

ト

一水

ン
中
時

ヨ
圃

，i
¥
Q
d

一バ
J

日
ゥ
日
前

一
官
官
力
点
火

fr

一
面
民
岳
回
M

，
一一=
ロ
ム
臼

一書
休
校
相
館

一図
ル
学

一
民

日
務
時

い
ベ
lJ

口
δ

一
日
同
~

-
司家
恒
叩
キ
寸

一
品
川
合
同

nn

一
の
持
3

一子
日
日
後

一親
住
午

完
勝14 fム

滅13 先
負12 友

51 11 

総合健診
+結果報告会+

19百 120露 121~ 122 ~ 123 
ノ〈イクの日 処暑

総合会館温泉定休|図書館・温水ブー心配ごと相談 |学校カウ ンセラ |空き缶回収日
日 lル休館日 I (総合会館午後I時-)Iー相談日(中央公|飼えなくなった

学 校 カ ウ ン セ ラ 行 政 相談(中央公 |民館午前 9時-) I犬 ・描の収集日
一相談日(中央公民館 午 後1時-)
民館午前 9 時~) I リハビ リ教室

(総合会館)
ペッ トボトル回収日

総合健診結

28 

イム
滅

大
安18 

31百30 ~ 
防災週間(-9月5日)

心配ごと相談 |学校カウンセラ |図書館休館日
(総合会館午後 11-相談日(中央公|乳児整形外科検
時-)民館午前9時-) I診・ 母子手帳交付
リハビリ教室 11歳6か月児健診 |及ぴ一般健康相
(総合会館 1 (総合会館談(総合会館)
粗大ゴミ

先
負

友
ヨ|27 26喜

吉田の火祭り

誹 J点、 |図書館・温水プー
/γ ¥ )} 1 ル休館日
( ( グ |学校カウンセラ

ふJh|一相談日(中央公
戸て己 |民館午前 9時-)

赤
口25 

※収集日 が祝 日の場合は収集業務はいた しま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入し

てください。荷札は粗大ゴミに使用してくださし、。

※収集日の当 日午前 8時30分 までに出してく

アごさし、。

※燃える物、燃えない物の分別 はし っかりお

こな ってください。

※粗大コーミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談ください。H75-2111(内線226)23日(金)

西 西 清 西 |押河紙築飯河上主
条条水条|東漉地 刈

l m 河東
一二新新|中阿新 一
区 区 居 田 !越島原居喰西東区
毎週火・金曜日 |毎週月・木曜日

2 E3 . 6日.9日・↑3日 | ↑臼.5日.8白・ 12日

↑6日・20日・23巴・27日.30臼|↑5日・19日・22日・26日・29日

第2水曜日・第4水躍臼|第?水曜日・第3水曜日

?4日・ 28日 7 E3 . 21日

28日(第4水曜日)

21日(水) 空き缶回収日

平成8.8.1しょうわ
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手し 児 健 康 吾ロ分ジ 査
総合健診

実施日 日友 当 v 日し 受付時間

平成 7年 7月生まれ 午後1時-----1時15分 結果報告会の日程
8月 7日 月 日

午前の部 午後の部
dZXh場+目吉

(水) 9時'"'"'9時半受信 f時~↑時半受付

平成7年10月生まれ 午後T時30分-----2時 8月 9日(金) 要精模の方 要精検の方

実施日 該 当 ノ!日レ 受付時間 8月12日(月) 要精検の万 要精検の方

西 条 新 田 飯 膿 総

平成8年4月生まれ 午後f時-----1時15分 8月19日(月)
紙漉阿原 j可 西 4Eb コ

8用8日
8月20日(火) 西条一区 西 条 二 区

，zd=bz 、

(木)
皇官

平成8年 f月生まれ 午後f時30分-----2時
8月21日(水)

上河東
3甲 越

上河東二区

場所総合会館 8月22日(木) 築地新居
河 東 中 島

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル
清水新居

手し 児 東.J:E文E ~ 外 科 ネ実 吾ロ合ジ
-健診の時に使用した健診ノ〈ックをお持ちください。

-都合の悪い方は、下段の一般健康相談をご利用ください。

実施日 8月30日(金) 8月30日(金)

受付時間午後f時-----1時15分 9月6日(金)時間午前 9時"-'11時30分
場 所総合会館 9月17日(火) 場所 総合会館保健センター
該当児平成 8年 4月~平成 8年 5月生まれのお子さん

9月30日(月)
持ち物母子手帳・ 筆記用具

-本人が都合の悪い場合は、家族の方の代理でも構いません。
*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布・ 4月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布… 5月生まれ

歳 6か月児健康診査 田子手帳受付及び一般健康相談

実施日 8月29日(木) 日 時 8月5日(月)・ 16日(金)・ 30日(金)

受付時間午後T時-----1時30分 午前9時~刊時30分
場 所総合会館 場 所 総合 会館

該当児平成 6年12月~平成 7年 1月生まれのお子さん ※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

及ぴ前回未受診のお子さん ※総合健診の結果報告会においでになれなかっ定方には、結

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票 果表をお渡ししています。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

5 歳 児 健 康 量ロ分ジ 査 ※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

実施日 8月 6日(火)

受付時間午後?時-----1時30分
他の予防接種との間隔場 所総合会館

該当児平成 3年 5月~平成 3年 7月生まれのお子さん

及び前回未受診のお子さん
前BCGに、は受しけか、た風予しん防、ポ接リ種オ j 前3種に混曳合けた予日本防接脳種炎 I 

持ち物 母子子11長・ 5歳児健診質問票・尿検査セ ット

1) /¥ ビ 1) 教 F主~ ぐ土主出 亘画 1竺N
今回受けるすべての予防接種

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・ 整形外科疾患など)

訓練会場総合会館機能訓練室 -保健・健康に関するお問合せは
(会場まで車の送迎をいたします) 役場健康福祉課保健指導係

訓練日程 8月 9巴(金) . 21日(水) .28日(水) ~75-2111 内線252・253までどうぞ

広報しようわ 平成8.8.1 ⑧



8月は国民健康保険税の本算定月です

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
は
、
国

か
ら
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
国
保
加
入
者
の
医
療
費

や
老
人
保
健
拠
出
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
、
か
、
こ
の

補
助
金
が
あ
っ
て
も
医
療
費
の
増
加
と
と
も
に
、
保

険
税
の
負
担
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
税
は
国
保
制
度
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
、

と
て
も
重
要
な
財
源
で
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

八
月
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
本
算
定
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
税

率
が
決
定
し
ま
す
。

計
算
方
法
は
、
表
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
の

方
法
に
よ
り
各
世
帯
の

税
額
が
決
ま
り
、
町
か

ら
八
月

1
十
一
月
ま
で

の
納
税
通
知
書
を
発
送

い
た
し
ま
す
。

国民健康保険税の計算方法

①所得害IJ額 二 (7年分所得一基
礎控除33万円) x税率

平成ア年度診療費の状況

受診件数(件 40，880(39，456)

費用額(千円 1，016，724(934，637)

1人当たり診療費(円)235，516(222，585)

1件当たり診療費(円) 24，870(23，688) 

受診率(9Yo) 946.95(939.65) 

( )内は前年度

平
成
七
年
度
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
診
療
費
等

の
内
訳
は
右
の
と
お
り
で
す
。
全
体
の
費
用
額
で
八
二
、

O
八
七
、

0
0
0
円
・
一
人
当
た
り
診
療
費
で
一
二
、

九
三
一
円
・

一
件
当
た
り
診
療
費
で
一
、
一
八
二
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

件
数
・
金
額
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
特
に
、
お
年

寄
り
の
診
療
費
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
、
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
、
少
し
で
も
医
療
費
を
減

ら
し
た
い
も
の
で
す
。

②資産害Ij額=8年度固定資産税
額(土地・家屋) x税率

③均等割額二被保険者 1人につ
き均等な額

④世帯平等害Ij額ご世帯当たり均
等な額

ーノ

A
4

円

〔
万

一

白

⑤

額

二

〕

度
④
額
額

限
十
税
税

高
③
納
納

品
川
十
の
の

(
②
月
分

額
十

3
月

税
①

~
7

年
二
月

~

⑤

8
月

j国民年金保険料は 圃 ~ ~ ~ 白
(または 園園国臨 への加入が便利です 犀

口座振替のご利用 木

金融機関の口座から毎月引き落とされますので ーー

納め忘れがありません。お申込みは金融機関・

郵便局窓口か町民窓口課国民年金係まで。

; 協力組織への加入

j婦人会や納加臓等の国民年金協力組織のある

:地区にお住まいの人はこれに加入することをお

j勧めします。加入につ山ま各地区内員さん 司

; にご相談ください。 .~ご二ご・-

~~ _r-- ，t7~ 
: ノお問い合わせは 、モ~~\}ヂイパD、
i に町民窓口課国民年金係 y-¥オ-O/j } 

l05-2111)まで r J 

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
役
所
の

仕
事
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
、
ご

希
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

相
談
の
あ
る
人
は
事
前
に
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

企
画
行
政
課
(
七
五
|
一
一一一

一
)

行
政
相
談
員
小
池
文
男
さ
ん

(
七
五
|
二
四
六
八
)

⑨広報

受
通
安
全
功
労
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西

条

二

区

嶋

津

文

範

さ

ん

嶋
津
さ
ん
は
、
町
交
通
安
全
協

会
役
員
と
し
て
長
年
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
、
交

通
事
故
防
止
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

平成8.8.1しょうわ
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6月12日から 13日まで老人生きがいパスが実

施されました。場所は愛知県西浦・蒲郡方面。

約250人が参加し、楽しい 2日間を過ごしまし

た。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
!
、

ピ
カ
ピ
力
に
/

六
月
九
日

交
通
安
全
協
会
の
男
性
役
員
の
み
な
さ
ん
が
、
「
交
通
事
故
が
減

っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た
。

熱戦を展開
6J316S 

ア3旬NTT山割合 ， 

口和町'7'7さべ;7JLY、ワサセンタ J

優勝 j可厨チ~了寸~ノレ犬会 旅

準優勝因企~ ム 。

第 3{立 ，ヤー区チ~ム
立祇鷹町 原チ~λ

築地紡尽チ~了
ムでした。

6月23日

昭和町心身障害者通所授産施設 「みつばち

の家」第 3@]お祭り 。 リサイクル品のバザ

ーや、フリーマーケ ットは人気でした。

-SHら
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ふ
た
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チ
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田
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み
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ね
こ
の
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ク

レ

ヨ

ン

ハ

ウ

ス

夏
電
車
、
か
と
お
る

大
塚
篤
子

P
H
P研
究
所

ふ
た
り
は
ふ
た
ご

田
島
征
彦
・
征
三

ひ
ら
め
き
美
術
館

結
城
昌
子

講
談
社

く
も
ん
出
版

⑩ 平成8.8.1しょうわ広報



〔9月からテレホンガイドサービス吋l
【 児童館からお知らせ 〕

。夏休み子ども映画会
時 8月 7日(水)

午前10時~ll時30分

総合会館経運動室

「夕、、ンボ、」

所

名

日

場

題

。第4回じどうかんチャレラン大会

今回の「じどうかんチャレラン大会」

をお手伝い してくれる人(小学校 5
年生以上18歳未満)を募集していま

す。お手伝いいただける人は、 8月

20日までにご連絡ください。

ご連絡は

押原児童館

西条児童館

常永児童館

fi75-6462 
fi75-9616 
fi75-0358まで。

8月30日(金)

午後 1 時~3 時30分
総合会館軽運動室

「ビー玉つかみ」

「お手玉投げ」

「鉛筆つかみ」ほか

時

所
..，."唱

-a-

日

場

内

必
要
な
情
報
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
ま
す

町
で
は
、
行
政
各
種
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
・
文
化

講
座
・
施
設
利
用
案
内
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
九
月
二
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。
詳
し
く
は
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
冊
子
を
全
戸

に
配
布
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

a
 

自宅や、外出先からも

電話一本で

ア
イ
メ
ツ
セ
山
梨

一
周
年
あ
り
が
と
う

フ
ェ
ア
開
催

開
館
一
周
年
を
迎
え
た
ア
イ
メ

ッ
セ

山
梨
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

八

月

十

七

日

(

土

)

j

十
八
日
(
日
)

十
七
日
(
土
)
午
前
十
時
j
午
後
八
時

十
八
日
(
日
)
午
前
十
時

1
午
後
五
時

会

場

ア

イ

メ

ッ

セ

山

梨

甲
府
市
大
津
町
一
二
九
二
l
八

容

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

コ
ー
ナ
ー

-
ク
レ

ヨ

ン
し
ん
ち

ゃ
ん
シ
ョ

1
(十
七
日
)

猿
回
し
シ
ョ

l
(
十
八
日
)
・
県
内
地

場
産
品
の
展
示
販
売
な
ど

入
場
無
料
。
お
問

い
合
わ
せ
は
ア
イ
メ

ッ
セ
山
梨
開
館

一
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
(
二
三
|

一
五
三
八
)
ま
で

内「
、
ボ
カ
シ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

昨
年
度
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の

役
員
を
中
心
に

「ボ
カ
シ
作
り
会
L

を

開
催
し
、
生
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
、

「
ボ
カ
シ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
(
仮
称
ご
を
募
り
、
環
境

問
題
も
併
せ
て
学
習
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募

集

期

間

八

月

一
日
l
九
日

お
申
込
み
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
(
宮
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で
。

医首長!メlモ
女診療報酬改定と医療機関の選択
山梨医科大学医学部附属病院

業務部医事課

患
者
さ
ん
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場

合
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
業
務
上
の
災

害
、
交
通
事
故
、
出
産
な
ど
の
場
合
以
外

は
、
殆
ど
社
会
保
険
な
ど
に
よ
る
保
険
診

療
で
す
。
こ
の
保
険
診
療
の
診
療
報
酬
は

概
ね
二
年
毎
に
改
定
さ
れ
、
今
年
も
四
月

一
日
か
ら
医
療
費
べ

l
ス
で
三
・
四
%
ア

ッ
プ
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
療
費

の
主
要
な
財
源
で
あ
る
保
険
収
支
に
つ
い

て
は
、
各
保
険
制
度
が
い
ず
れ
も
厳
し
い

財
源
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
庫
に

つ
い
て
も
国
債
残
高
の
累
積
な
ど
極
め
て

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
改
定
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

ま
す
。
さ
て
、
今
回
の
改
定
と
患
者
さ
ん

へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
定
内
容

を
二
つ
ほ
ど
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
医
療
機
関
の
機
能
分
担
の
推
進

患
者
が
受
診
す
る
場
合
は
ま
ず
身
近
な

診
療
所
、
そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
病
院
へ

と
い
う
流
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
と

し
て
、

二
O
O床
以
上
の
病
院
で
あ
れ
ば
、

紹
介
な
し
の
初
診
患
者
に
対
し
て
、
各
病

院
が
定
め
る
差
額
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
梨
医

科
大
学
附
属
病
院
で
は
、
①
他
の
医
療
機

関
と
の
関
係
、
②
紹
介
患
者
と
の
比
較、

③
国
立
大
学
病
院
間
の
関
係
な
ど
か
ら
、

平
成
八
年
七
月
一
日
よ
り
紹
介
な
し
患
者

の
負
担
額
を
他
国
立
大
学
附
属
病
院
と
同

様
に
一
、
五
四
五
円
(
一
、
五

O
O
円
)

に
改
定
致
し
ま
し
た
。

ニ
患
者
へ
の
充
分
な
情
報
提
供
の
推
進

今
ま
で
の
医
療
は
、
患
者
さ
ん
が
内
容

が
わ
か
ら
ず
に
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
患
者
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
己

選
択
、
自
己
決
定
と
い
っ
た
こ
と
が
少
し

ず
つ
増
え
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

回
の
改
定
で
は
、

①
薬
剤
情
報
提
供
加
算

と
い
う
こ
と
で
、
薬
に
つ
い
て
名
前
や
効

能
効
果
、
用
法
、
用
量
と
い

っ
た
も
の
を

文
書
で
示
し
た
場
合
算
定
で
き
、

山
梨
医

科
大
学
附
属
病
院
で
も
情
報
提
供
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
②
入
院
治
療
計

画
加
算
と
い
っ
て
、
入
院
し
た
際
の
治
療

計
画
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
名
前
や
病
名
、

予
想
さ
れ
る
入
院
期
間
あ
る
い
は
治
療
法

ま
で
含
め
て
文
書
で
知
ら
せ
た
場
合
算
定

で
き
る
も
の
で
、

山
梨
医
科
大
学
附
属
病

院
で
も

一
部
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
診
療
報
酬
の
改
定
も
、

患
者
側
・
診
療
側
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を

生
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
賢
い
医
療
機

関
の
選
択
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

⑪ 平成8.8.1しょうわ広報



世-b 

八
月
十

一
日
(
日
)

午
後
三
時
1
八
時

町
立
図
書
館
北
側
駐
車
場

(雨
天
時

総

合

会
館
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ

ン
キ
ン
グ

大
会
・
花
火
大
会

忍
た
ま
乱
太
郎
シ
ョ
ー

さ
か
な
つ
か
み
な
ど
、
各

種
出
庖
コ
ー
ナ
ー

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課

(
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で

8 

内

円h

-a-

場

所

m 

婦
人
会
か
ら

婦
人
会
で
は
、
独
自
の
事
業
と
と

も
に
行
政
へ
の
協
力
事
業
も
年
間
を

と
お
し
て
行
っ
て
い
ま
す。

今
年
皮
も
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
日
赤
奉
仕
団
活
動
の
一
環
と

し
て、

日
赤
社
資
徴
収
活
動
を
八
月

か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。

-
開
聞
雌
隠
居
困
・

日
赤
寸
毅
急
法
教
室
L

日

時

八
月
二
十
七
日

(火
)

二
十
八
日

(水
)

二
十
九
日

(木
)

午
前
九
時
三
十
分
1
正
午

場

所

総
合
会
館

定

員

三
十
人

お
申
込
み
は
、
健
康
福
祉
課

(七
五

|
一一一

一
こ

ま

で
。

文
芸
講
座

|
郷
土
の
文
人
を
読
む
|

こ
の
機
会
に
日
本
文
芸
の
深
み
や

作
家
と
風
土
の
関
わ
り
な
ど
、
と
も

に
学
び
ま
せ
ん
か
?

日

時

八
月
十
六
日
(
金
)
十
九
日

(
月
)
二
十
三
日
(
金
)
二
十

七
日
(
火
)
三
十
日

(金
)

九
月
三
日
(
火
)
六
日
(
金
)

十
日
(
火
)

午
後
七
時
三
十
分
1
九
時
三
十
分

会

場

中

央

公

民

館

第
三
会
議
室

講

師

深
沢

完
興
さ
ん

費

用

資
料
代

千
円
(
八
四
分
)

お
申
込
み
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
(
岱
七
五
i

三
七
三
七
)
ま
で。 。NHK・尼子騒兵衛・総合ビジョン・学研

甲府地区消防職員採用試験-~~1i電冨副i市四国岡・
学歴 高等学校

短期大学
大 品千!.<， 

専修学校

昭和50年4月 昭和48年4月 昭和47年 4月

年齢 2日以降に生 2日以降に生 2日以降に生

まれた男子 まれた男子 まれた男子

押原中学校では、生徒会活動の一環として、ご家庭の

有価物の回収を行ってい ます。今年もご協力をお願いい

たしま す。

住所要件

H 8. 7. 1以前から引 き続き甲府地区の市町村 (昭

和・田富 ・玉穂 ・竜王 ・敷島 ・甲府)に住所を有 し、 か

つ住民基本台帳に記載されている人。ただし、就学のた

め、現に住所を有していない場合でも家族等がH8. 7. 

1以前から引 き続き住所を有 し、かつ住民基本台帳に記

載されている場合は、資格を有します。

試験日 平成 8年 9月22日 (日)

会 場 山梨英和短期大学

申込み受付期間 8月 1日(木) -23日

~午 後4時30分(土・日・ 休 日を除く )。

お問い合わせは、甲府地区消防本部人事諜人事係

(22-1190) まで

8月18日(日 )午前 8時 (小雨決行)

(雨天時は25日)

新聞紙 ・段ボール・雑誌・ほろ布 ・ビール

瓶・ j函瓶・洋j酉瓶・清涼飲料瓶

その他の井瓦(しょうゆ井氏など)については、

回収できませんのでご了承ください。

押原中生徒が回収に回りますので、午前 8

時 ころまでに、家の前に出 しておいてくだ

さい。なお、紙類については新聞紙 ・雑誌

などわけで、ひもで縛っておいてくださし」

瓶類はなるべく種類別にしてください。

日寺

回収方法

日

集めるもの

(金)午前 9時

お問い合わせは、 押原中学校 (75-2040) まで

回収で得た収益は生徒会活動 ・学園祭などの運営資金な

どに活用させていただきます。

国保ミ二だより
町が医療機関などに支払った 5

月分の医療費は、約3，652方 5千円

です。(前年同月比18.7%の増)病

気の予防は、早期

発見、早期治療が

大切です。むやみ

な転医はつつ しみ、

医療費を大切に使

いましょう 。

• 午日IJ九 せ時1中九四日 午前九月

宝務告事所生 持車子るも

十時五月日 十時三日
有孟 症傷病者帳特手体障害身車税 対象.者 求を 助成 はl 、w、

¥ ~村
マ会附日

¥ (刈 受金梨 身
午後

午千時四五

午後 品日 療子帳育 減の 付け平( 県心 ~宝著宇害 I 

者子 免を封自Jま成 身 i 

了三ー のなど u寺 時 す 八 障

階E
苦T市12民室雪1 甫4長館甲5 

一櫛 Aに 別・帳ー受け車税ま 。年度前 害者自 みv 

プニす 詳し

Ci F北部公可 階LI形央町公中
全 該第級て なの

一4二はく
手る一二いた 期燃料書費 き第 ー 方るは 分) ん‘ 

でま福l中h夫 役t聖E位 役t聖E酷 人 一 級、で軽動自 の
昨? 日 逼戦 、 請 へ

町内実通事故

L発生件数コ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==6月分
， --‘ .... 阿国-‘-Q ~ -11 ".. .、 h

Lゼ'./~-;l

t可~\ι.if:'U~・調1
11 可5 旬、 l"fA-"主~
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スポット

相談員委嘱

~明日の昭和町を支える若い世帯の誕生を願って~

18人新相談員

昭
和
町
結
婚
相
談
員
の
任
期
が
満

了
と
な
り
、
こ
の
ほ
ど
、
新
相
談
員

十
八
人
が
委
嘱
(
会
長
推
薦
)
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、

本
年
度
か
ら
相
談

日
を
週
三
日
(
月
・
水
・
金
)
設
け

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
員
の
み
な
さ
ん(

敬
称
略
)

一
瀬
金
造
(
会
長
)
宮
七
五
l
三
五
四
二

佐
野
恒
子
(
副
会
長
)
宮
七
五
|
五
三
四
三

志
村
み
ゆ
き
(
副
会
長
)
包
七
五
|
三
三
七
二

保
坂
千
鶴
子
(
副
会
長
)
宮
七
五
|
一二

九
二

秋

山

鶴

子

宮

七

五

l
三
二
五
三

雄

蔵

包

七

五

|
二
八
一
二

宮
二
二
|
五
O
一
一

宮
七
五
|
二
O
六
八

宮
七
五
|
三
四
三

一

宮
七
五

二
O
四
六

包
七
五
!三
三
四
八

包
七
五
1

二
三
六

一

宮
七
五
l
三
七
六
七

宮
七
五
|
二
三
六
八

包
七
五
|
二
四
八
三

宮
七
五
l
二
三
八
四

位
七
五
|
三
五
八
九

孝
宮
七
五
|
二
八
五
八

宮

七

五

八

O
一
八

池
上

千
鶴

若
尾
と
め
子

石
原

塚
原

省

横
沢
き
よ
子

蒔小
田林

仔
工

J
J
?

J
J
t
 

平日
杖

池小磯井
田沢部上

さ
だ 仲
子千

春
男

大
木

孝
子

幸
雄

事
務
局
長

事

務

局

萩
原

-
ほ

つ

俳

句

? 

」圃'

つ

花
疫
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ま
あ
、
お
い
し
そ
う

暑 い 時 は 口 当 り の 良 い 物が食が

進みますので両方共冷たくして

食べても良いと思います。

キャベツは細かくしすぎると水

分が出ますので大きめに切り、

食べる前にあえて下さい。

食生活改善推進員

塚原 洋子さん(西条二区)

な
す
の
肉
詰
め
煮
と
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ベ
ツ
と
コ
ン
ビ
ー
フ
の
サ
ラ
ダ

- 材料〈なすの肉詰め煮 4人分〉

なす〈中〉………… 8個

豚ひき肉 ・・・…・・・・・・150g
玉ねぎ…..............ボ固

パン粉………………大 3
王子……・・…・・……..1個

塩・…………………..JJ¥ 1 
コショウ・...........・・・・少々

・作り方

① なすはへたを取り、だてに切り目を入れスプーンで中をくり

ぬく。(皮に 4~5 本すじを入れておく)

②玉ねぎをみじん切りにしAとまぜ、なすの中!こ詰める。

③底の広い鍋lこサラダオイルを入れ、肉の万を下lこして色ガ変

つ定らBを入れ時々ころがしながら30分位煮ます。皿lこ盛り

付け針しょうがをのせて出来上り。

.材料〈キャベツとコンビーフのサラダ〉

キャベツ…………・・・・…・・ 4枚 マヨネーズ…・・・・…・・大 3i 
コンビーフ………………十缶 つぶマスタード……小 1I 

酢……………………大 1(A 
塩 …・・・………………小 1I 
コショウ・・・・…・・・・・・・・少々 1

B
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⑦ キャベツはさっとゆですぐ冷水にとり 2cm角位に切り、しぼ

っておく。

② コンビーフはほぐしておく。

③ボールにAを入れ良くまぜ合せ、その中に⑦と②を入れ、皿

に盛る。
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〔町の人口〕

男 7，228人( +15) 

女 6，798人(土 o) 
計 14，026人(+15) 

世帯数 5，072戸 (+10) 

7月 1日現在。( )内は前月 比

IUTの鳥=ひばり

町の花=れんげ‘

~ITの木=乙女椿

⑬ 平成8.8.1しょうわ広報
ご意見・ご希望をお 寄 せ く だ さ い 。 広 報 担 当


